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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,942 0.7 500 11.3 517 5.1 295 22.8
22年3月期第2四半期 1,928 △10.4 449 20.6 492 19.8 240 △15.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 71.62 ―
22年3月期第2四半期 57.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,313 6,282 85.9 1,560.11
22年3月期 7,257 6,262 86.3 1,507.61

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  6,282百万円 22年3月期  6,262百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 28.00 ― 28.00 56.00
23年3月期 ― 28.00
23年3月期 

（予想）
― 28.00 56.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,500 0.1 550 △19.2 570 △22.0 330 58.8 81.48



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載の業績予想数値は、当社が本資料発表時点で入手可能な情報による判断、仮定および確信に基づくものであり、今後の内外の経済情勢、
事業運営における状況変化、あるいは見通しに内在する不確実な要素や潜在的リスク等さまざまな要因によって、実際の業績は予想数値と大きく異なる
結果となり得ることがあります。なお、リスクや不確実な要素には、将来の出来事から発生する予測不可能な影響等も含まれます。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 4,250,000株 22年3月期  4,250,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  222,948株 22年3月期  95,958株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 4,132,080株 22年3月期2Q 4,154,092株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで、以下、「当第２四半期」）のわが国

経済は、新興国の需要回復等を背景に景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、欧米経済が減速する中で、急激

な円高の進行や景気対策の終了等により設備投資や個人消費に陰りも出てきました。 

情報サービス産業においては、不透明な経済状況を背景に、依然として顧客のIT投資に対する慎重な姿勢が続い

ているため本格的な回復には至らず、厳しい環境が継続しております。 

このような厳しい環境下において、当社グループはコストパフォーマンスに優れた主力製品およびサービスの継

続的な受注活動を推し進め、既存顧客の深耕および新規顧客の開拓に努めた結果、売上高は概ね計画通りに推移し

19億42百万円（前年同期比0.7％増）となりました。 

利益については、売上構成が変化したこと、ソリューション事業売上の増加に伴ってソリューション事業のセグ

メント損失が大幅に改善したこと、第１四半期に引き続いて開発の内製化を進め外注費を削減したこと、および減

価償却費の減少による販管費の低減等によって、営業利益は５億円（同11.3％増）となり、経常利益は５億17百万

円（同5.1％増）となりました。 

四半期純利益は、税金費用が減少したことにより２億95百万円（同22.8％増）となり、１株当たり四半期純利益

は71円62銭（前年同期は57円99銭）となりました。 

  

セグメント別の業績は、次のとおりです。 

  

＜プロダクト事業＞ 

 当第２四半期のプロダクト事業売上は、17億71百万円（前年同期比2.8％減）、売上高構成比は91.2％（前年同

期は94.5％）となりました。 

 オープン系プロダクトについては、ITサービスマネジメントツール「LMIS（エルミス）」は、全国規模での導入

事例セミナーを開催するなど積極的な営業活動を展開しましたが、成約までの検討時間が長期化しており新規導入

に至りませんでした。「A-AUTO（エーオート）」を中心とする運用自動化領域および「BSP-RM（ビーエスピーアー

ルエム）」を中心とする帳票領域においては、主力製品の拡販に努めましたが、厳しい競争環境下、案件規模の縮

小や価格下落圧力等により、前年同期比で売上は伸び悩みました。 

 一方、メインフレーム系プロダクトについては、専任チームによる営業活動が奏功し、大手金融機関から複数の

大型案件を受注するなど、前年同期比で売上が増加しました。 

 また、パートナービジネスにおいては、株式会社日立ソリューションズ（旧日立ソフトウエアエンジニアリング

株式会社）との帳票ソリューション事業の提携をはじめ、有力ITベンダーとの新たな事業提携を締結し、サービス

メニューの強化および販売チャネルの拡充を図りました。 

 海外事業においては、マレーシアの大手通信企業の新規プロジェクトに主力製品「A-AUTO（エーオート）」が基

幹ツールとして採用されました。また、４月より現地販売を開始した中国市場においては、ITサービスマネジメン

トツール「LMIS（エルミス）」の新規案件が立ち上がりました。 

   

＜ソリューション事業＞ 

 当第２四半期のソリューション事業売上は、１億71百万円（前年同期比61.0％増）、売上高構成比は8.8％（前

年同期は5.5％）となりました。 

 ソリューション事業においては、運用現場に精通したコンサルタントによる独自の提案活動が評価され、第１四

半期に引き続いて受注が増加しました。 

 特に、大手金融機関における顧客常駐型の運用設計支援などのプロフェッショナルサービスや、ニーズが増えつ

つあるメインフレームのマイグレーションに伴う移行支援サービス等が売上を牽引しました。 

 なお、当第２四半期末のソリューション事業の受注残高は96百万円（前年同期比148.6％増）と大幅に増加しま

した。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債および純資産の状況 

 当第２四半期末（平成22年９月30日）における総資産は、前期末（平成22年３月31日）と比較して56百万円増加

し、73億13百万円となりました。これは主に、現預金が５億29百万円、売掛金が１億37百万円増加した一方、長期

預金が５億円、ソフトウエアが49百万円、投資有価証券が29百万円それぞれ減少したことによるものです。 

 負債合計は、前期末と比較して36百万円増加し、10億30百万円となりました。これは主に、未払法人税等が34百

万円増加したことによるものです。 

 純資産は、前期と比較して19百万円増加し、62億82百万円となりました。これは主に、四半期純利益の計上によ

り２億95百万円増加した一方で、自己株式の取得により１億37百万円、配当金の支払いにより１億16百万円、投資

有価証券の評価差額により21百万円それぞれ減少したことによるものです。 

 この結果、当第２四半期末における自己資本比率は85.9％（前期末は86.3％）となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は前期末と比較して５億29百万円増加し、51億

95百万円となりました。当第２四半期における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりです。  

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は３億25百万円（前年同期比58.3％減）となりました。これは主に、税金等調整前

四半期純利益５億10百万円（同4.9％増）および減価償却費91百万円（同27.9％減）の資金増加要因があった一方

で、売上債権の増加１億37百万円（同88.9％増）および法人税等の支払額１億78百万円（前年同期は14百万円の使

用）の資金減少要因があったこと等によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は４億61百万円（前年同期比30.8％減）となりました。収入の主な内容は定期預金

の払戻収入（純額）５億円（同31.5％減）であり、支出の主な内容は無形固定資産の取得による支出32百万円（同

3.2％減）です。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は２億55百万円（前年同期比43.1％増）となりました。支出の主な内容は、自己株

式の取得による支出１億38百万円（前年同期は支出なし）および配当金の支払１億16百万円（前年同期比34.9％

減）です。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の国内経済は、長期化する円高の影響等から、設備投資に対する企業の慎重な姿勢が強まるなど、引き続き

予断を許さない状況が続くものと予想されます。 

IT業界においては、企業収益の改善とともに経営の効率化や合理化、競争力強化のための戦略的な投資の動きが

顕在化しつつあるものの、投資効果に対する企業の厳しい姿勢は依然変わらず、第３四半期以降も厳しい市場環境

を見込んでおります。 

このような環境のなか、当社グループは運用自動化および帳票を重点領域として、主力製品の拡販と新規顧客の

開拓による受注拡大に取り組んでまいります。 

また、顧客の関心が高いITサービスマネジメントツール「LMIS（エルミス）」については、引き続き、積極的な

営業活動を展開してまいります。 

新規開拓については、機能強化したマーケティングおよびプリセールスの担当部門との密接な連携による組織的

なアプローチを進め、新たな案件の立ち上げと受注に注力してまいります。 

さらに、クラウドサービスの中核であるデータセンターを対象に、独自の価格体系の整備を含む、新たなサービ

スの立ち上げに取り組んでまいります。 

ソリューション事業においては、顧客の課題解決を適切に支援する、一層付加価値の高いサービスを提供するこ

とによって受注の持続的拡大を図ってまいります。 

研究開発においては、主力製品群の大幅な機能向上、クラウドコンピューティングやデータセンターに対応した

新製品および新サービスの研究開発を推進し、早期の市場投入へ向けた活動を加速してまいります。 

通期の業績予想については、当第２四半期の業績を踏まえ、現時点で概ね計画通りに推移しており、平成22年10

月1日に公表した予想数値から変更はありません。 

また、配当予想についても、１株当り期末配当金28円、年間配当金56円に変更はありません。 

なお、当社は、平成22年10月１日に通期業績予想の修正（利益の増額修正）を公表しております。詳細は発表資

料「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、または、一時

差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタッ

クス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

２．特有の会計処理 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示

しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は803千円、税金等調整前四半期純利益は、

7,183千円それぞれ減少しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

   

２．その他の情報

株式会社ビーエスピー(3800) 平成23年3月期 第2四半期決算短信

―　4　―



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,899,587 3,369,753 

受取手形及び売掛金 649,775 512,207 

有価証券 1,499,755 1,499,647 

たな卸資産 13,944 9,899 

繰延税金資産 127,637 127,637 

その他 44,047 53,995 

流動資産合計 6,234,750 5,573,141 

固定資産   

有形固定資産 89,138 99,710 

無形固定資産   

ソフトウエア 161,996 211,029 

のれん 33,052 48,238 

その他 1,749 1,839 

無形固定資産合計 196,798 261,107 

投資その他の資産   

投資有価証券 564,865 594,590 

繰延税金資産 33,307 26,100 

長期預金 － 500,000 

その他 194,680 202,424 

投資その他の資産合計 792,853 1,323,116 

固定資産合計 1,078,790 1,683,934 

資産合計 7,313,540 7,257,075 

負債の部   

流動負債   

買掛金 51,852 65,336 

未払法人税等 218,478 183,645 

賞与引当金 51,405 52,140 

役員賞与引当金 5,628 12,000 

保守サービス引当金 140,100 125,400 

その他 506,803 498,325 

流動負債合計 974,267 936,846 

固定負債 56,629 57,536 

負債合計 1,030,897 994,383 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,330,000 1,330,000 

資本剰余金 1,450,500 1,450,500 

利益剰余金 3,738,941 3,559,299 

自己株式 △221,126 △83,967 

株主資本合計 6,298,315 6,255,832 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △11,007 10,504 

為替換算調整勘定 △4,664 △3,644 

評価・換算差額等合計 △15,672 6,860 

純資産合計 6,282,642 6,262,692 

負債純資産合計 7,313,540 7,257,075 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,928,915 1,942,135 

売上原価 92,042 142,473 

売上総利益 1,836,872 1,799,661 

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 435,247 431,645 

賞与引当金繰入額 42,891 43,058 

役員賞与引当金繰入額 7,662 5,628 

保守サービス引当金繰入額 13,300 14,700 

研究開発費 139,327 100,873 

その他 748,899 703,216 

販売費及び一般管理費合計 1,387,326 1,299,122 

営業利益 449,545 500,539 

営業外収益   

受取利息 9,223 3,341 

受取配当金 28,048 11,967 

その他 7,673 4,618 

営業外収益合計 44,944 19,927 

営業外費用   

投資事業組合運用損 1,240 1,006 

為替差損 197 － 

自己株式取得費用 － 1,189 

コミットメントフィー 1,000 875 

その他 － 51 

営業外費用合計 2,437 3,123 

経常利益 492,052 517,343 

特別損失   

固定資産除却損 4,978 － 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,380 

特別損失合計 4,978 6,380 

税金等調整前四半期純利益 487,073 510,963 

法人税等 246,156 215,007 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 295,955 

四半期純利益 240,917 295,955 
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 716,265 795,108 

売上原価 51,517 97,869 

売上総利益 664,748 697,239 

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 211,634 216,068 

賞与引当金繰入額 25,135 25,432 

役員賞与引当金繰入額 3,831 2,814 

研究開発費 60,422 44,806 

その他 325,273 323,868 

販売費及び一般管理費合計 626,296 612,990 

営業利益 38,452 84,248 

営業外収益   

受取利息 4,949 2,470 

法人税等還付加算金 4,597 － 

その他 288 497 

営業外収益合計 9,834 2,968 

営業外費用   

投資事業組合運用損 1,240 1,006 

為替差損 272 － 

自己株式取得費用 － 1,189 

コミットメントフィー 500 437 

営業外費用合計 2,013 2,634 

経常利益 46,273 84,582 

税金等調整前四半期純利益 46,273 84,582 

法人税等 71,467 29,934 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 54,647 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △25,193 54,647 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 487,073 510,963 

減価償却費 127,353 91,854 

のれん償却額 15,185 15,185 

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,022 △735 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 7,662 △6,372 

保守サービス引当金の増減額（△は減少） 13,300 14,700 

受取利息及び受取配当金 △37,271 △15,308 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,380 

売上債権の増減額（△は増加） △72,903 △137,691 

その他の資産・負債の増減額 58,584 9,005 

小計 594,962 487,982 

利息及び配当金の受取額 37,271 15,308 

法人税等の支払額 △14,256 △178,174 

法人税等の還付額 162,163 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 780,140 325,116 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △203,800 △203,800 

定期預金の払戻による収入 933,800 703,800 

有形固定資産の取得による支出 △27,758 △7,069 

無形固定資産の取得による支出 △33,088 △32,024 

投資有価証券の取得による支出 △40,002 － 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 37,276 561 

投資活動によるキャッシュ・フロー 666,428 461,466 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 － △906 

自己株式の取得による支出 － △138,349 

配当金の支払額 △178,625 △116,313 

財務活動によるキャッシュ・フロー △178,625 △255,569 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,177 △1,070 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,269,121 529,943 

現金及び現金同等物の期首残高 2,981,339 4,665,600 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,250,460 5,195,543 
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 該当事項はありません。   

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、製品・サービス別の事業会社を置き、各事業会社は、取り扱う製品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、事業会社を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「プ

ロダクト事業」及び「ソリューション事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「プロダクト事業」は、ＩＴシステム運用に関するパッケージソフトウェアの開発・販売及び保守サービス等を

行っております。「ソリューション事業」は、ＩＴシステム運用に関するコンサルテーションや教育サービス、受

託開発を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（注） セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

   

 当社は、当第２四半期連結累計期間において、自己株式の取得を行いました。この結果、当第２四半期連結累計

期間において自己株式が137,159千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が221,126千円となっ

ております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額 プロダクト 

事業   
ソリューシ
ョン事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,771,129  171,005  1,942,135  －  1,942,135

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  1,850  1,850  △1,850  －

計  1,771,129  172,855  1,943,985  △1,850  1,942,135

セグメント利益又は損失（△）  536,064  △25,101  510,963  －  510,963

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益
計算書計上額 プロダクト 

事業   
ソリューシ
ョン事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高  677,801  117,307  795,108  －  795,108

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  1,100  1,100  △1,100  －

計  677,801  118,407  796,208  △1,100  795,108

セグメント利益又は損失（△）  91,446  △6,863  84,582  －  84,582

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(1）生産実績 

 当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引は相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注実績 

 当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

 当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 当第２四半期連結会計期間のプロダクト販売のうち、プラットフォーム別（オープン系およびメインフレー

ム系）の販売高、プロダクト販売に占める構成比は以下のとおりであります。 

４ 当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合につい

ては、10％以上に該当する相手先がないため、記載を省略しております。 

   

４．補足情報

セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 

至 平成22年９月30日）  

前年同四半期比 
（％） 

ソリューション事業（千円）  126,671  101.0

合計（千円）  126,671  101.0

セグメントの名称 受注高（千円） 
前年同四半期比 

（％） 
受注残高（千円） 

前年同四半期比
（％） 

ソリューション事業  108,868  124.2  96,606  148.6

合計  108,868  124.2  96,606  148.6

セグメントの名称 区分 機能別 プロダクト別 

販売実績（千円） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 

至 平成22年９月30日）  

前年同四半期比 
（％） 

プロダクト事業   ジョブ管理 Ａ－ＡＵＴＯ系  117,466  52.6

    帳票管理 
Ａ－ＳＰＯＯＬ系 

ＢＳＰ－ＲＭ系 
 68,788  43.1

    その他 ＬＭＩＳ他  17,413  △57.9

  プロダクト販売  203,667  22.4

  期間使用料  65,343  △24.3

  保守サービス料  353,650  △3.8

  導入支援サービス他  55,139  16.1

  プロダクト事業計  677,801  1.5

ソリューション事業 プロフェッショナルサービス  117,307  142.9

  ソリューション事業計  117,307  142.9

  合 計  795,108  11.0

区分 販売高（千円） 
販売高構成比 

（％） 
前年同四半期比 

（％） 

プロダクト オープン系  62,483  30.7  △37.2

  メインフレーム系  141,184  69.3  111.1

  合 計  203,667  100.0  22.4
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